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1．本稿の目標
Ｔ・Ｓ・エリオットの詩『荒地』が111版されると同時に一大旋風が巻き起こっ
た。ワーズワースとコールリッヂの詩集『リリカル・パラーズ』の再来だと歓
喜する人もあれば，不可解だと顔をそむける人もいた。
『リリカル・バラーズ』は二人の詩人の感受性が切礎琢磨し合い，力を合わ
せて完成した。『荒地」はエリオットが詩作し，パウンドが推敲してできあが
った詩集であった。
二つの作I1iil1はそれぞれの時代l伝換に貢献した革命的な詩であった。一方はロ
マンティシズムの時代の到来を告げ，もう一方は現代文学の創始となった。両
方ともそれまでの文学に死をもたらし，新しい生命を文学に'次ぎ込むことによ
って文学の伝統に修正を力Ⅱえた。
本稿では偉大な詩『荒地』をエリオットの歴史感覚のレンズを通して見てみ
たい。
Ｉ『荒地』誕生の背景
1919年10月３日から５日にかけて，ジョン・クイン'）とＴ・Ｓ・エリオットの
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間に往復評簡が交わされた。エリオットからは『荒地』の懐如の報〈』iであっ
た。クイソからは19世紀の遺産をそのまま継承したにすぎなかった当lIliの2011ｔ
紀2〕文学に，新しい生命，新しい)li1ii('|'を'次ぎ込玖，真の201U:紀文学の21【糸のX１，１
となった履大の詩人エリオットをいち早くlll1解し，賞焚し，彼の卓越した未来
を予言する内容であった。
〔クインからエリオットヘ〕
ＩｗａｓｇｌａｄｔｌＩａｔＩｗａｓａｌ〕lｅｔｏ（Iisl)oseoftl1ismattertoday…ｓｏ
ｔｌ１ａｔｎｏｗｍｙｐａｒｔｉｎｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎｗｉｔｈｌａｕｎｃｌ】ｉｎｇｙｏｕｒｌ)ook3）is
6nislIed・ＩｔｉｓａｓａｔｉｓｆａｃｔｉｏｎｔｏｍｅｔｏｆｅｅｌｔｈａｔｌｌＩａｖｅｂｅｅｎｏｆ
ｓｏｍｅａｓｓｉｓｔａｎｃｅｔｏｙｏｕｆｏｒ，ａｓｙｏｕｋｎｏＷ，Ｉａｍａｇｒｅａｔａｄｍｉｒｅｒ 
ｏｆｙｏｕｒｗｏｒｋａｎｄｌｌ)ｅｌｉｅｖｅｔｌｌａｔｙｏｕｌ１ａｖｅａｖｅｒｙｄｉｓｔiｎｇｕｉｓｈｅｄ 
ｆｕｔｕｒｅｉｎｔｈｅｗｏｒｌｄｏfletters． 
〔エリオットからクインヘの返信〕
ＩｅａｒｎｅｓｔｌｙｈｏｐｅｔＩＩａｔｍｙａｆｆａｉｒｓｗｉｌｌｎｏｔｔａｋｅａｎｙｍｏｒｅｏｆ 
ｙｏｕｒｔｉｍｅａｎ〔ｌｔｌ１ｏｕｇｌ１ｔ；ｉｆｙｏｕｔｏｏｋｎｏｆｕｒｔｈｅｒｉｎｔｅｒｅｓｔｉｎｔｈｅｍ
ｗｌＩａｔｅｖｅｒｙｏｕｗｏｕｌｄｓｔｉｌｌｈａｖｅｅarne(lmylifelonggratitude， 
w1Iicl1，Ｉａｓｓｕｒｅｙｏｕ，ｙｏｌ１ｓｈａｌｌｈａｖｅ.…Ｉａｍｎｏｗａｔｗｏｒｋｏｎａｎ 
ａｒｔｉｃｌｅｏｒ〔lere(ｌｂｙＩ川ＴＶ"0CS4)，ａｎｄｗｌｌｅｎｔｈａｔｉｓｏ[［Ｉ１１ｏｐｅｔｏ
ｇｅｔｓｔａｒｔｅｄｏｎａｌ〕ｏｅｍｌｈａｖｅｉｎｍｉｎｄ５)．
また，エリオットはこの『荒地』に関して，引き続き12)118日の母親への手紙
の｢'二iで新年の決意として，「長い|H1心に抱いてきた長い詩を書くのが新年の抱
負です｣のと報告している。
その後，詩集『詩』（1919年)，評論集『聖なる森』（1920年）が次☆に'１１版
されたが，肝腎の長い詩については友人などに，鮒一次大戦時の債務IlIj題で，
本業の銀行7)が忙しくＭＩＩ切れの時Ⅱ'１しか残らないので思うように詩が書けない
と嘆いたり8)，家族'''１題で悩ZAZl1:が絶えず，体力のiIi1i耗が激しいと身体および
精神の不調を訴えている。適当な休養と気lliliらしが必要という医者や友人の勧
めで，銀行を10)]121三|から３ケ)]||Ⅱ欠勤する許可をもらい１１賦地療義にイギリ
スの保養地マーゲートとスイスの保養地ローザンヌに１１１かけることになった。
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マーゲートにいた１カ月の間に「劫火の説教」が50行ほど書けたと言ってい
る。その後ローザンヌに渡り，子供のころ味わったまま今'三1まで忘れ去ってい
た心も身体岬1A穏という仙康状態を1Ｍ戻し，この落ち着いた幸編感の｢'二,で
「需が言ったこと」を書き_'二げ，長い詩『荒地』を完成させた。
伐りの三部「水死｣，「チェス遊び｣，「死者の埋葬」が書かれた時期ははっき
りしないが，転地療養以前に書き１２げていたらしい。「チェス遊び」のタイプ
ライターで打った写しに変のヴィヴィアンが，素ｌ１ｉＩｉらしいと賞めた書き込孜の
場所があるので，完成した時jUlはヴィヴィアンが父親の旭柄疲れが原lK1で病気
になり，海辺の''1Jに擁護にⅡ|かけていた５)]ごろではないかと推il1Uされる。
エリオットはこの完成した詩集『荒地』の原稲を桃え，ロンドンに帰る途
IIJ，パリのパウンドを訪ね1ｲＩｉ敵してもらうためにこの原稲を手渡した。言い換
えると，臨月になり産孜の若し糸の真ii(〔''１，エリオットはパウンドのCaesa‐
lianOl)eration（帝三匠切|)'１）の助けをＩｌｆりてlMiしようとしたのである。
エズラ・パウンドとエリオットの１１}合いは1914イド９）]に，エリオットの友人
コソラッド・エイケン0)の紹介で，エリオットが初めてパウンドの家を訪ねた
ことに端を発する。そのlll合い以来，パウンドはエリオットの才能を認め，詩
を筒<評IlILlfl分のAll人や友人らに横ＩｉＭ〕に紹介するなど，エリオットの文
学環境を盤えようと1献身的に|止話をやいた。以来災い''１１，文学｣二のn1li弟ljM係が
続くことになった。
Ｔ､Ｅ・ヒュームの詩論を皮Iｸﾘﾘに，パウンドが提111｣した文学述動一イマジ
ズムーはポエトリー誌とエゴイスト誌を舜台に，イメージの情絲喚起力に重
点を置きｆｉｌｌ作活動を行う一種の|:''１１詩運動であった。それまでの近代詩にあり
がちｈ修辞''19ロマンティシズムに反btし，’三|術語の(jlim，新しいリズムの創
造，題材の選択の|生'11Ｗ具体的で視覚''１りなＵ１ｌ確なイメージの提供，堅固でDj確
な詩，集中が詩の精髄であること'o)をfill作の理念としていた。
エリオットはハーバード時代に同じ類の文学迎動，‐リーンボリズムの影響を強
く受け価頭していた。１９１０年フランス研学１１１に，‐リーンポリスト風な詩作を始
め「Ｊ・アルフレッド，プルーフロックの恋歌」と「ある婦人の肖像」に結,Wl1さ
せた。パウンドたちのイマジズム運動に強く共鳴したのは'二|然なことだった。
このような経過から，エリオットはイマジスト風な作品を次々発表していっ
た。パリで創作された「プルーフロックの恋歌」と「ある婦人の肖像」はパウ
ンドの尽力によりそれぞれポエトリー誌とプラースト誌に掲載された。
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パウンドは1921年12)]231三|のエリオットヘの手紙の中で『荒地」原稿は「こ
れで『'１Ｍ』から『シャンティ」'1）まで〆切１１なしにつづくことになった」と
知らせている。パウンドの行った推敲によって『荒地』の原稲は約半分の長さ
になった。それが現在の『荒地』である。1922年10月に，エリオットが編集長
を勤めることになった文芸誌「クライテリオソ」創刊号と次号で『荒地」は発
表され，12)]にアメリカのリバーライト社からｌｌｌ版された。
この詩は111版当時，｜可時代の人川ことっては，｜i)(しい詩とは思われず，不可解
で衝撃をもたらす詩だと思われた。続いてこの詩の評Iilliは，賛否iiIi論に分かれ
るところとなり，第一次大戦によって荒廃した欧州の人間社会の危機的状況を
描きlllした詩と解釈されたり，ユリオットのＩｌ１ＢＩ人的な|＝1伝であるとか，キリス
ト教の聖杯伝説であるとか，仏教の教えであるとか，文学作I1ii11で文学作品を作
り出したものだとか批判があいついだ。
パウンドがこの詩の推敲段階で，‘快い音楽を見つけだしたのと同様に，薪者
たちがこの詩を大声で朗読し，ジャズの音楽を賛え始めた。だんだんこの詩を
認める人たちが1脚え始め，不安の時代を代弁する表Biであり主張であると擁謹
にのりⅡ｣す人たちが現われた。ここへ来て，『荒地』は一人歩きを始めたので
ある。
『荒地」の生糸の親の一人であるパウンドは，「1900年以来我々が行ってき
た現代の尖験の『運動』を正当化するもの｣'2）だと，この詩の成功を自賛し
た。コンラヅド・エイケンも『ニュー・パブリック』で，この詩が成功してい
るのは「その計山によってではなく，その支離滅裂なことによって，その説Ⅲ］
によってではなくそのあいまいさによって」であるとこの詩の書評を行い，さ
らに「強烈な文学意識｣'8）をもった著作だと評Illliを下した。
この後も『荒地』はひたすら前進を続けた。「荒地族」と呼ばれる詩の崇拝
者すら生まれた。この詩に夢中になり，我を忘れ，取り懸かれた状態の者たち
を指す。この詩は評論家たちよりも若い詩人たち，詩人志望の人たちによって
広まり，模倣され始め，１０年たたないうちに文学の主峰にそびえ立つという栄
光を手に入れた。それ以来今１１までその座が入れ勝わることは全くなかった。
『荒地』の原稿は，その後エリオットがジョン・クインの尽力と功績に対す
る感謝の気持として，それまでの他の詩の原柚とともに彼に贈られた。クイン
はエリオットを財政面から援助したり，詩の111版にかかわる煩雑な雑務を処理
したり，物心iilj面から影になりlIlfI1になりエリオットをバックアップした。
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〔エリオットからクインヘ７)]1911〕
…ＩｓｈｏｕｌｄｌｉｋｅｔｏｐｒｅｓｅｎｔｙｏｕｔｈｅＭＳＳｏｆｔＩＩｅ 
ｙｏｕｗｏｕｌｄｃａｒｅｔｏｈａｖｅｉｔ－ｗｌ１ｅｎｌｓａｙＭＳＳ， 
ｉｓｌ)ａｒｔｌｙＭＳＳａｎｄｐａｒｔｌｙｔｙｌ)escril)t，witl1Ezra，ｓ 
ｔｉｏｎｓｓｃｒａｗｌｅｄａｌｌｏｖｅｒｉｔｌＩ)． 
ＷａｓｔｅＬａｎｄ，ｉ［ 
Ｉｍｅａｎｔｈａｔｉｔ 
ａｎｄｍｙａｌｔｅｒａ‐ 
〔クインからエリオットヘ７)1281二|～８１１１１｣〕
ＷｈＩｓ/ｅＬα〃‘ｉｓｏｎｅｏｆｔｌｌｅｌ)esttl】ｉｎｇｓｙｏｕｌ１ａｖｅ〔|ｏｎｅ,…Ｉｓｌ１ａⅡ
1)ｅｇｌａｄｔｏｌｌａｖｅｔＩ〕ｅＭＳ、ｏｆＷｔｚｓｔｅＬα〃‘｜)ｕｔｌｓｈａｎ'ｔｌｅｔｙｏｕ
ｐｒｅｓｅｎｔｉｔｔｏｍｅ'．ＷｈｅｎｙｏｕＨｎｉｓｈｔｈｅｗｈｏｌｅｔｈｉｎｇ，poetry 
andprose，ｉｆｙｏｕｗｉｌｌｓｅｎｄｔｈｅＭＳ、ｏｒｔｌ１ｅＭＳＳ、ｔｏｍｅ，Ｉｓｈａｌｌ
ｂｅｇｌａｄｔｏｈａｖｅｉｔ，ｂｕｔｙｏｕｍｕｓｔａｇｒｅｅｔｏｔｈｅｃｏｎｄｉｔｉｏｎｔｌｌａｔｌ 
ｓｅｎｄｙｏｕａｄｒａｆｔｆｏｒｗＩＩａｔｌｔｈｉｎｋｉｔｉｓｗｏｒｔｌ１．１ｓｈａｌｌ（ｅｅｌ 
ｈａｐｐｉｅｒｔｏｄｏｉｔｔ１ＩａｔｗａｙＭｉ)． 
〔エリオットからクインヘ８j12Ul〕
Icertainlycannotaccel)ｔｙｏｕｒｐｒｏｐｏｓａｌｔｏｌ)ｕｒｃｈａｓｅｔｌｌｅｍａｎｕ‐ 
ｓｃｒｉｐｔａｔｙｏｕｒｏｗｎｌ〕rice，ａｎｄｉｆｙｏｕｗｉｌｌｎｏｔａｃｃｅｐｔｉｔｉｎｒｅｃｏｇｎｉ‐
ｔｉｏｎｏｆｗｌ１ａｔｙｏｕｈａｖｅ〔lｏｎｅｆｏｒｍｅｌａｔｅｌｙａｎ〔Ｉｉｎｔｈｅｐａｓｔ，ｉｔ
ｗｉｌｌｎｏｔｂｅａｎｙｐｌｅａｓｕｒｅｔｏｍｅｔｏｓｅｌｌｉｔｔｏｙｏｕ．Ｉｔｈｅｒｅｆｏｒｅ 
ｌＩｏｐｅｔｈａｔｙｏｕｗｉｌｌａｃｃｅｌ)ｔｉｔ、ＢｕＬａｓｌ（ｅｅｌｔｌＩａｔｌ)eｒｈａｐｓｙｏｕ
ｌｉｋｅｓｏｍｅｏｆｍｙｅａｒｌｙｐｏｅｍｓｌ〕ｅｓｔＩｓｈｏｕｌ(１１)ｅｇｌａｄ，ｆｏｒｅｘａｍｐｌｅ，
tosendyoutl1cmanuscriptofPruIrocks〔sjc〕instead，ａｎ〔１Ｉ
ｈｏｐｅｙｏｕｗｉｌｌｌｅｔｍｅｄｏｔｈｉｓＩ６)． 
クインが早死にしたので『荒地』原稲は行カイくり｣になった。姪のメアリーが
納屋に眠っていた貴順された「荒｣也』の原稲'7)を発見し，ニューヨーク図書鮒
に売却した。この発見で『荒地」の原稲は１１Jび脚光を浴びることになった。
エリオットの二番'二|の妻ヴァレリー・エリオットの編集で『荒地』草稲版と
いうタイトルが付けられ'｣１版された。そこにはパウンドのCaesalianOpera‐
tionのメス跡が4k☆し<残っており，エリオットとパウンドという今世紀最大
の詩人二人が今世紀肢大の詩ととりくゑ，どのようにl((i敵しlll版にこぎつけた
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か，その逆しるべがii｣されている。エリオットはこの『荒地』の評(111iの責任は
全部'二１分にあり，パウンドに先に批判が向けられるのはおかしいとクインに伝
え，その何よりの証拠となるのが『荒地』のljj(柵であると９)1211三|の手紙で述
べている。
…Ｍｙｏｎｌｙｒｃｇｒｅｔ（ｗｌ]icl］mayseelnintlIccircumstanceseither 
ungraciousorllyl〕ocritical）ｉｓｔｌｌａｔｔｌｌｉｓａｗａｒ(Ｉｓｌ１ｏｕｌｄｃｏｍｅｔｏｍｃ
ｌ)ｅｆｏｒｃｉｔｌＩａｓｌ)ｅｅｎｇｉｖｅｎｔｏＰｏｕｎ〔1．Ｉｆｅｅｌｔｈａｔｈｅｄｅｓｅｒｖｅｓｔｈｅ
ｒｅｃｏｇｎｉｔｉｏｎｍｕｃｈｍｏｒｅｔｌ１ａｎｌｄｏ，certainly‘ｆｏｒｌ】isservicesto
Letters'，ａｎ〔Ｉ１ｆｅｅｌｔｈａｔｌｏｕｇｈｔｔｏｌｌａｖｃｌ〕eｅｎｍａｄｅｔｏｗａｉｔｕｎｔｉｌ
ａｆｔｅｒｈｅｈａ〔１１.eceivedtlDisl〕ｕｂｌｉｃｔｅｓｔｉｍｏｎｙ、Ｉｎｔｈｅｍａｎｕｓｃｒｉｐｔ
ｏｆＴﾙcWtzs/ｃＬａＭｗｌ１ｉｃｈＩａｍｓｅｎｄｉｎｇｙｏｕ，ｙｏｕｗｉｌｌｓｅｅｔｈｅ 
ｃｖｉｄｅｎｃｅｓｏｆｈｉｓｗｏｒｋ，ａｎｄｌｔｈｉｎｋｔｈａｔｔｌ１ｉｓｍａｎｕｓｃｒｉｐｔｉsworth 
preservinginitspresent（ormsolelyfortl1ereasonthatiｔｉｓｔｌＩｅ 
ｏｎｌｙｃｖｉ〔ｌｅｎｃｅｏｆｔｈｅｄｉ[[erencewllicllI1iscriticｉｓｍｈａｓｍａｄｅｔｏ
ｔｈｉｓｐｏｅｍ.… 
しかし水稲では『猯jlu」と『荒地』草稲版の|奥Ｉ係を調べるものではない。
''１，『荒地」のＷ１ﾄﾞ造
『荒地』は非71ｹに襖靴難解な詩である。分析するため謎１１枚の-kにのせても，
一筋組ではいかない詩である。
雑誌に掲戦された岐初の詩，｜Ｊ・アルフレッド，ゾルーフ'』ツクの恋歌」と
比岐してふると，「プルーフロック」の主人公ははげの「'１‘1ﾐﾘ)プルーフロック
ただ一人であった。｜ﾉ]容は主人公がこれから訪lll1しようとしている社交場の居
間にｌｆＩって歩きながら，心の''１で'二1分の外iiiMを気にしたり，サロンの人たちの
社会的な'二|におびえてみたり，狐疑逵巡し街の'１:'を排ｲＩＤけるという心理的葛藤
を意識の流れと);111'b独白の形式を川いて拙写した作,lii11であった。
『荒地』は五部「Ｌ死者のhl1非」「][、チェス遊び」「]ＩＬ劫火の説教」
「Ⅳ、水死」「Ｖ、謡が言ったこと」で柵成されている．それぞれの部に登場
人物が何組かおり，この詩全休を結びつける役割をiii叱る主人公はいない。そ
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れぞれの話しが劇'|ﾘ則のようにただ並べられている。’二|まぐろしく変わる，l始
の上で，主人公と恋人らしき女が姿を変え声を変え場面を変えて何組も|可時に
平行して111演している。こんな劇が『荒地』である。それぞれが演じている筋
書きは真白面で深刻な1111題だが，お茶の||《li間に交される会話ほどの(llli伯しか兇
いⅡＩしていない。劇'1ﾘ則は互いに辿ljMを避け，連結を'１１否するが，何かの力で
統一させられているとＭつれる。モンタージュ写真が別々の顔を合成して，新
しい顔を作り11}すように様々な場iiiiが一つの作品を２１１ゑだしている。
エリオットの注に古典からり|)Ⅱした箇所の'11典が載っている。様々な年代の
多彩な作,Iii11からり|川がり|かれている。蝋宿な引用がこの詩の「客観的相関物」
（objectivecorrelative）を|'|:り「感情等I111i物」（emotionalequivalent）を
形成しているといっても過言ではない。
エリオットがジェームス・ジョイスに会った|Ni，すでにジョイスの『ユリシ
ーズ』を読んでいて，ジョイスの業絞は全く素晴らしいと思うが，に１分'二1身の
ためには『ユリシーズ」を読まなければよかったとジョイス本人に語ったとい
う。このことはエリオットがジョイスの力法で詩を書きたいと思っていたこと
を|暗示していないだろうか。エリオットは「『ユリシーズ』，秩序，ネ''１話」の'1］
でﾈllI話的力法に関して次のように述べている。
ＩｎｕｓｉｎｇｔｌｌｅｍｙｔｌＩ，ｉｎｍａｎｉｌ)ｕｌａｔｉｎｇａｃｏｎｓｃｉｏｕｓｌ)arallelbetween 
contemporaneityaｎｄａｎｔｉｑｕｉｔｙ，Ｍｒ・ＪｏｙｃｅｉｓｐｕｒｓｕｉｎｇａｍｅｔｌＩｏｄ
ｗｌ１ｉｃｈｏｔｈｅｒｓｍｕｓｔｌ〕ｕｒｓｕｅａｌｔｅｒｈｉｍ.…Ｉｔｉｓｓｉｍｐｌｙａｗａｙｏｆ
ｃｏｎｔｒｏｌｌｉｎｇ，ｏｆｏｒｄｅｒｉｎｇ，ｏｆｇｉｖｉｎｇａｓｌ〕ａｐｅａｎｄａｓｉｇｎｉ６ｃａｎｃｅｔｏ
ｔｈｅｉｍｍｅｎｓｅｌ)ａｎｏｒａｍａｏｆｆｕｔｉｌｉｔｙａｎｄａｎａｒｃｌ〕ｙｗｈｉｃｈｉｓｃｏｎｔｅｍ‐
poraryhistoryI8)． 
i(''1話'''9刀法を使うことによって１M代と111.代を平行に表わすことが可能になる。
文学作,ｌｉＴｌ１に神話的力法が導入されると，二軍の鑑賞法が可能になる。さらに1Ｍ
代を#''１話のレンズを、して見ることも，逆に現代のレンズでﾈ''1話を見ることも
できる。二重どころか四重の楽しゑ力が可能になるのである。
ジョイスのﾈﾘ'話的方法とエリオットの「歴史感覚」を結合させて文学I'|;I1ii1Iを
作ろうとすると，過去１Ｍl在し同時存ｲ|ﾐとして|ﾉ｣包した11｢此の物語と1M代の物
語が平行に並んで語られる物語となる。複雑で難解な物語，過去と現在の入り
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混じった物語，イlljl々バラバラで一児断111'1<）に見えて深い)ﾘ｢で統一･された物語，
T1Tりいらのり|)'１が「客iiiM的｜'1関的」として収められ，そのリｌｌｎがり|かれた元の
'１肌の物語とり|)Uが111)Ⅱされた物語のｉｉＩＭを一度に提示する文学が生まれるも
のと思う。これはどこか『荒地』を枕ｲﾘ|)とさせないだろうか。オヴィデウスの
「転身物語」を１１}典に１１)つ人物ティレシアスを感じさせないだろうか。『荒｣山』
の内容であるティレシアスに関しては次の章で述べる。
ここで今までIlli)|]してきたエリオットの「雌史感覚」や「蒋観的ｲlIl関物」を
エリオットの評論の言雌で明らかにしていきたい。
エリオットの評論はエリオットの詩をliY釈するのに１１１要な役割を果たしてい
る。詩人にとって詩作することと評論することは，表裏一体の関係にある。エ
リオットは他の詩人の作,!i11,を精密に分析し，詩作法を私たちに広げて見せる。
エリオットは評論のレンズを通して141分'二|身の創作法をも見せている。
詩人とはⅢｉｌＭｉ活の'二'１に豊常に，だが混沌と散らばっている無秩序な言葉や
イメージのに|]から，過IjUな言葉やイメージを材料として選び１１'し，詩人の経験
や感情や思想をそのまま直接に表Bけるのではなく，一度詩人の感受性のふる
いにかけて捉え直し，普遍的な「Mlili1i等I111i物」（emotionale〔luivalent)IC)を
表､Ｉするのでなければならない。言い換えると，詩人の個人的感情や経験を
没｛lIIil性化（depersonalization)20）してDil実の感情には存ｲ|Ｌないが｣刀人に
通じる感情を'''２りl]けのである。このようにして作りⅡ|された感情は詩人{ｌＢｌ人
とは無縁な（impersonal）な↓のになり，作り'11された感情のことを「客観
l(Ｍ１閏物」（objectivecerrelative)，あるいは「感Ii1i雛Iilli物」（emotional
equivalent）とIWiぶ．
Ｔ１Ｕｅｏｎｌｙｗ(ｌｙｏ（ｅｘｌ)rｅｓｓｉｎｇｅｍｏｔｉｏｎｉｎｌｌ１ｅ（ｏｒｍｏ［ａｒｔｉｓｂｙ 
ｌｉｎｄｉｎｇａｎ‘objectivecorrelative'；inotherwords,asetofobjects， 
ａsituation，ａｃｈａｉｎｏｆｅｖｅｎｔｓｗｈｉｃｈｓｌ１ａｌｌｂｅｔｈｅｆｏｒｍｕｌａｏｆｔｌＩａｔ 
力αﾉﾉc"/αγemotion；sl1chtl1atwlIentl]eexterl1alfacts，ｗｌｌｉｃｈ
ｍｕｓｔｔｅｒｍｉｎａｔｅｉｎｓｅｎｓｏｒｙｅｘｌ)crience，ａｒｅｇｉｖｅｎ，ｔｈｅｅｍｏｔｉｏｎｉｓ 
ｉｍｍｅｄｉａｔｅｌｙｅｖｏｋed2l)． 
この「客観的相関物」に朴|当する表1Mは，‘Ihavemeasure〔［ｏｕｔｍｙｌｉｆｅ
ｗｉｔｈｃｏ(feespoons22)，や‘Ｔｏｓｐｉｔｏｕｔａｌｌｔｌ１ｅｂｕｔｔ－ｅｎｄｓｏｆｍｙｄａｙｓ
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an(Iways23)，や‘Ａ〔lullheadamongwindysl)aces2l),などである。一
[|瞭然な表現であり普川脚で万人にわかる表1Mである。「群観的相lj9物」を符
るために，詩人は言葉と言葉を述絲させる媒介者でなければならず，様々な感
情と感情を結び合わせる媒介者でなければならない。詩人は文章を練りながら
「客観的ｌｌ１関物」を探す存在，人１kを観察する存在と言える。
Ｔｈｅｐｏｅｔ'ｓｍｉｎｄｉｓｉｎfactarecel)ｔａｃｌｅｆｏｒｓｅｉｚｉｎｇａｎｄｓｔｏｒｉｎｇ 
ｕｐｎｕｍberlessfeelings，Ｉ)hrases，ｉｍａｇｅｓ，ｗｈｉｃｈｒｅｍａｉｎｔｈｅｒｅ 
ｕｎｔｉｌｌａｌｌｔｈｅｌ)articleswhicl〕ｃａｎｕｎｉｔｓｔｏｆｏｒｍａｎｅｗｃｏｍｌ)ｏｕｎ〔I
arepresenttogether25)． 
Ｉ'|;,Ii11が本当に勝れたIlllill(〔のある|'|;,1,11,なのかそうでない作I1ii11なのかを決定する
のは，批評家や読者の判lIiliによるのでなく，それは過去の全文学，つまり文学
の伝統の生きた流れという尺度によって決定されるのがⅢ{しい評Illliである。力Ⅱ
えて伝統によって評Illliされ生き残ったＩ'|;,Ｗ１は|き'らも伝統の一部となり，新たな
伝統を形成していく`）つまり伝統とは，過去の文学全体の大きな流れがjil在に
ﾘ|ぎ継がれつつ1Mｲｌｉに/ｋき続けていることを折す。それを意識する感覚を「雌
史感覚」（historicalsensc）とlWiぶ．
…thel1istoricalsenseinvolvesaperception，ｎｏｔｏｎｌｙｏｆｔｈｅ 
ｐａｓｔｎｅｓｓｏＩｔｌｌｅｌ)ast，｜)ｕｔｏｆｉｔｓｌ〕resence；ｔｈｅｈｉｓｔｏｒｉｃａｌｓｅｎｓｅ
ｃｏｍｐｅｌｓａｍａｎｔｏｗｒｉｔｅｎｏｔｍｅｒｅｌｙｗｉｔｈｌ１ｉｓｏｗｎｇｅｎerationin 
hisbones，｝)ｕｔｗｉｔｈａｆｅｅｌｉｎｇｔｈａｔｔｌ１ｅｗｈｏｌｅｏｆtheliteratureoｆ 
ＥｕｒｏｐｅｆｒｏｍＨｏｍｅｒａｎ〔Ｉｗｉｔｈｉｎｉｔｔｈｅｗｈｏｌｅｏｆｔｈｅｌｉｔｅｒａｔｕｒｅｏｆ
ｈｉｓｏｗｎｃｏｕｎｔｒｙｈａｓａｓｉｍｕｌｔａｎｅｏｕｓｅｘｉｓｔｅｎｃｅａｎ(｛ｃｏｍｐｏｓｅｓａ 
ｓｉｍｕｌｔａｎｅｏｕｓｏｒｄｅｒ２ｏ)． 
この「雌史感覚」をlHi間の感覚で捉えii【l:して承ると次のようになる。また
｢)|if史感覚」を修得した作家は伝統的な作家となる。
TllislIistoricalsense，ｗｌ１ｉｃｌｌｉｓａｓｅｎｓｅｏｆｔｌｌｅｔｉｍｅｌｅｓｓａｓｗｅｌｌ 
ａｓｏｆｔｈｅｔｅｍｐｏｒａｌａｎｄｏｆｔｈｅｔｉｍｅｌｅｓｓａｎｄｏｆｔｌＩｅｔｅｍｌ〕oral
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together，ｉｓｗｈａｔｍａｋｅｓａｗｒｉｔｅｒｔｒａｄｉｔｉｏｎａｌ、Ａｎ〔Ｉｉｔｉｓａｓｔｈｅ
ｓａｍｅｔｉｍｅｗｌｌａｔｍａｋｅｓａｗｒｉｔｅｒｍｏｓｔａｃｕｔｅｌｙｃｏｎｓｃｉｏｕｓｏｆＩ〕ｉｓ
l〕ｌａｃｅｉｎｔｉｍｅ，ｏｆｈｉｓｏｗｎｃｏｎｔｅｍｐｏｒａｎｅｉｔｙ２７)．
このように伝統には，過去と】A在の時があるが，：1Ｗ[ｉが過去の発展したもの
と考える時，過去はいわゆる過去性を失うので，超'１､ＩＮＩ二Ⅱ''１９（timeless）)Ｍ)の
になってしまう。
作家が伝統を受け継ぎ新たなｌｕい手になろうとする'1〈li，’1<lilM]と超時'''１の交差
する点にいることになる。（'|;家が伝統を継承する其の作家になるためには，古
典の研究に没Iinし'１分が成長し，１１｢ﾘl↓の糊''１が'二|分のI(lllA1となり，作Ｉｌｉｉ１１に結ＩＩＩ１
して初めて伝統を継承したことになるのである。逆に伝統を修得した作家は役
個性的な作家となり，’1分の文学｣この使命と位rlLを:視点の'１１に持つ真の個性的
独創的な作家になれる。また伝統を修１１｝した作家は，全文学の広汎な知識と多
様な体験を韮に極ＩＭＩで混沌なｌｕＬを秩序ある統一した'11:yiLにｌ１ｌＩｉくZlVが可能にな
る。すなわち休大な|'|;家は|皇|己を}|'ｌｉくことによってｌｆＩ分のllJi代をlWiくことにな
るのである。災際に伝統を「ＭＵ謹覚」で捉え「杵iiiMI'１りIIlUM物」に仕立てるに
は，Ｔｌ｢典からリ|)Ⅱをし，lfl分の詩の「群観}'１９１;ｌ１ｌｊｌｌ物」または「感情等Ｉｌ１ｌｉ物」に
するのが良い。リ|川の(|:ﾉﾌﾞは誹人のﾉﾉﾉＴｌ:に左右される。
ＯｎｅｏｆｔｌＩｅｓｕｒｅｓｔｏ［ｔｅｓｔＭｎｔｈｅｗａｙｉｎｗｈｉｃｈａｐｏｅｔｌ〕orrows・
Ｉｍｍａｔｕｒｅｌ)oetsimitate；ｍａｔｕｒｅｐｏｅｔｓｓｔｃａｌ；｜)ａｄｐｏｅｔｓｄｅｆａｃｅ 
ｗｈａｔｔｈｅｙｔａｋｅ，ａｎ〔ｌｇｏｏｄｐｏｅｔｓｍａｋｅｉｔｉｎｔｏｓｏｍｅｔｌ】ｉｎｇbetter，
oratleastsometlIing〔1iHicult.…Ａgoo〔１１)oetusuallyborrow
authorsremotci、ｔｉｍｅ，ｏｒａｌｉｅｎｉｎｌａｎｇｕａｇｅ，ｏｒ（liversein
intereSt28)． 
「l歴史感覚」が『荒地』のﾉﾊﾟ底になっている。ジョイスが『オディセイァ」
を下敷にﾈ''１話的力法を)Ⅱいて『ユリシーズ」を書いたように，エリオットは
｢聖杯伝説｣，「盟焼ﾈ''１話｣，『転身物語』，『テンペスト』，『IUl1llll』，などの古典を
「客観的相関物」にとり入れることにより#１１話的方法と文化人類学的枠組によ
って『荒地』をfillrl北たのである。
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Ⅳ．『荒地」の求めているもの
エリオットが『荒地』に付けたILliによると，この詩のMri，着|眼点，詩の象
徴するものの大部分はジェシー．Ｌ・ウエストン女史の蒋書『祭iiiUからロマンス
へ』の１１１の「聖杯伝説」に関係が深いと述べている。またＳｉｒＪ．Ｇ・フレイザ
ーの著書『金枝篇』の『アドニス，アティス，オシリス』という柿物祭の磯焼
祭iiUに関係が深いと述べている。この二lll}の木は人瓶学の観点で書かれてい
る。その影響が強い詩ということになると，文化人瀬学的な考え力あるいは枠
組が荒｣也に適川されているものと推察される。
エリオットはオヴィデウスの『転身物語』のティレシアスに関して詐い､注
を付けている。また「ティレンアスの見るものがこの詩の本質である」と『荒
｣１m」のティレシアスのZn要性を強調している。
Tiresias，ａｌｔｈｏｕｇｈａｍｏｒｅｓｌ)ectatoran(ｌｎｏｔｉｎｄｅｅ〔１ａ‘charac‐
ter'，ｉｓｙｅｔｔｌｌｅｍｏｓｔｉｍｌ〕ｏｒｔａｎｔｌ)ｅｒｓｏｎａｇｅｉｎｔｌＩｅｐｏｅｍ，uniting
alltherest・Justastheone-eyedmerchant，selleroIcurrants，
ｍｅｌｔｓｉｎｔｏｔｈｅＰｈｏｅｎｉｃｉａｎＳａｉｌｏｒ，ａｎ〔Ｉｔｈｅｌａｔｔｅｒｉｓｎｏｔｗｈｏｌｌｙ
ｄｉｓｔｉｎｃｔfromFer(1ｉｎａｎ〔IＰｒｉｎｃｅｏｆＮａｐｌｅs，ｓｏａｌｌｔｈｅｗｏｍｅｎａｒｅ
ｏｎｅｗｏｍａｎ，ａｎｄｔｈｅｔｗｏｓｅｘｃｓｍｅｅｔｉｎＴｉｒｅｓｉａｓ、WhatTiresias
SCCS，ｉｎｆａＣｔ，ｉＳｔｌ１ｅＳＵ１)StanCeO［ｔｌｌｅＰＯｅｍ２ｏ)． 
ティレシアスーjIHの1196人；スミルナの商人ユーゲニデス＝フェニキア人の水
夫フレバス＝ナポリの王子ファーデナンド＝すべての女＝一人の女（ベラドン
ナ，チェス遊びをしようとしている＿|流階級lll身らしい女，下屑階級の女リ
ル，タイピスト，状況の女，岩上の女，三人の凌辱されるテームズ娘）に集結
する。一人が多勢，多勢が一人の役Mlllをiii(ずろ。ティレシアスは盗場人物では
なく傍観者で，iiljMi具ｲﾌﾞﾃﾊﾞで，ティレシアスのjmlろ１１:界（劇）が『荒地』のリミ
体だという。
オヴィデウスの『i伝身物語』の'１]のティレンアスは女ｲ''１によって盲[|にさ
れ，全能のﾈｌｌｌゼウスによって予言能力を授けられた。ティレシアスは男から女
へ，女から男へ，｜lが見える状態から'1が見えない状態へ，予洗'1能力を授かる
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と41,Ｍ>メタモルフォーゼした。
「聖杯伝説」のM((夫壬（FisherKing）の負傷または炳気が原lKlで性能力を
失い，子供（動物の子も含む）は41戒れず，作物は尖らず，｜正|も住民も退廃し
て不毛になり荒地と化してしまった。この危機を救うために一人の肺士パーシ
パルがIILわれて「jiij険の聖堂」に行き，寝ずの薪をして恐Wiiの試練に打ち勝
ち，槍と聖杯Ｃルと女の象徴）を手にすると王は他ｔ１Ｉを取り戻し，荒地に再び
慈雨が降り豊饒が|Ⅱ|複する。不毛の/|；（/|くぎながらの死）は館三者の助けでＷ
/|えする。
『金枝i清」のTl｢代の職焼祭liUはもっとllJi代がiﾘﾘIり，エジプトやフェニキアあ
たりを起illi(とする祭iiUである。オンリス信仰はオシリスの模像を埋葬し翌年伽
り起こし穀物が芽吹いていたらｌＷｌ;と信じられた。アドニス信仰はアレキサン
ドリアでパピルスで作った太陽ｉｉｌｌ１アドニスの頭をiItlWこ流し，illillの流れがフェニ
キアの港''1Jピブ'』スに辿ぶとそこの化民が拾い，その年の１ＭFをIliった゜オシ
リスは二ｔ，アドニスは海水とMILが深い。
二｢刈恨のマダム・ソソストリスが仇｣ツトカードでI1iう述命占いもエリオッ
トが川いる一つの力法である。悪|ﾉﾋの風邪を煩い感覚は狂い，さらにいかさま
カードIliいをする。
フレバス
｜｜ 
①これがあんたのljHよ－溺死したフェニキア人の水夫
Ⅱ 
ファーデナンド
②これはベラドンナー岩｣:の女，いろんな境遇の女
③これが三又の戦もつ男一FishcrKing
④これが「''1の'1iii」－１|倫廻に蝦がれた衆生。
⑤これが片１１のIVH人一スミルナの商人ユーゲニデス
⑥これが空l当Ｉの札一)1-11のMi人が背負っているもので見ることを禁じら
れているもの
⑦はりつけの出一見つからない。
①②③⑤はティレシアス自身を表わす。
ティレンアスとの関係が今のところUUlLlでないのはスミルナの商人が背負っ
ている空白の札とはりつけの男の札である。マダム・ソソストリスは悪性の風
邪をひくことによってM((夫王同様不健康の生を送っていることになり，⑥と⑦
の札の見通しがたたない。予言が的ＩＩＬない。
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もう一人の予言者がいる。シピルというクーマエの巫女である。アポロに手
に握った砂粒と同じ数長生きできることを願いかなえられたが同時に永遠の若
さを願うことを忘れたため彼女は老いさらばえ予言能力も衰えて，今はただ死
を望むばかり。不毛の生より死んだ力がましなのである。
不毛の生一生きながら死んだ状態一を生きる者たちの国は漁夫王の国と
同様に，荒廃した荒地である。人や動物は子を生まず，花も咲かず，あるのは
死にかけのものばかり。死者を埋葬（オシリスの埋葬）したり，海に死体（ア
ドニスの頭）を流したり，豊饒の願をかけて儀式を取り行うが，不毛の嵐は止
むことがない。
シピルの願いがかなえられ，ティレシアスが四回も転身（メタモルフォー
ゼ：男→女，女一>男正常な視力→盲目，盲'1→予言能力のMi1i与）できたのは
神の力（慈悲）によるか，英雄の助けに依らなければならなかった。アポロの
力，神（ゼウス）の力，聖騎士パーシバルの助けのような。『神１１１」では煉獄
の炎一浄火の炎で焼かれなければならない。そのためには自分の堕落と罪を
認識することが重要なのである。しかし『荒地』の住民は，自分が生きながら
の死をＬＩｉきていることも，堕落の性一不毛の性にとらわれていることもわか
らないのである。ネ''１が救いに来ても見えないしわからないのである。
実際にティレシアスが経験しながら経験しているに1分を見ている。つまり劇
｢'１劇一劇の中で減じているl=|分の分身たちを劇の外で見ている。この状態を
『荒地』の詩で見て糸よう。
春は荒地に住んでいる人にとっては残忍な季節である。冬はすべてを忘却の
'１１に包承隠す雪で大地を被い，体i1iilを守ってくれたのに，春の雨は雪を溶か
し，思い111と欲望を起こしてしまう。
AprilisthecruellestmontlI，ｂｒｅｅｄｉｎｇ 
Ｌｉｌａｃｓｏｕｔｏｆｔｈｅｄｅａｄｌａｎｄ，ｍｉｘｉｎｇ 
Ｍｅｍｏｒｙａｎｄｄｅｓｉｒｅ，stirring 
Dullrootswithspringrain3o)． 
荒地の住民は球根同様に死さながらの41ﾐをかろうじて保っている。
Ｗｉｎｔｅｒｋｅｐｔｕｓｗａｒｍ，coveriｎｇ 
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Ｅａｒｔｈｉｎｆｏｒｇｅｔｆｕｌｓｎｏｗ，feeding 
Alittlelifewithdriedtubers3l)． 
マリーは冬の楽しいけど恐怖にiiIiliちた子供のころの思い１１}話しをしてくれ
た。……
Ｍｙｃｏｕｓｉｎ，s，ｌｌｅｔｏｏｋｍｅｏｕｔｏｎａｓｌｅ〔１，
Ａｎｄｌｗａｓｆｒｉｇｌ１ｔｅｎｅｄ、Ｈｅｓａｉｄ，Marie，
Marie，ｈｏｌｄｏｎｔｉｇｌ１ｔ・Ａｎｄｄｏｗｎｗｅｗｅｎｔ３２)．
僕はただ聞いていた。心の''１ではこの荒地の国を)iLlい浮かべていた。知ってい
ることといえば荒地の壊れたイメージの１１１
Ｙｏｕｃａｎｎｏｔｓａｙ，ｏｒｇｅｓｓ，ｆｏｒｙｏｕｋｎｏｗｏｎｌｙ 
Ａｈｅａｐｏｆｂｒｏｋｅｎｉｍａges,…33） 
死の床にいるトリスタンは真実の愛があれば（美わしのイゾルデがＨ１で来てく
れると)，病気を克服し河化できる。だが海は荒れ何も見えない。絶望である。
０８`，〃Ｍノccγ‘ａｓハルeγ31)．
同様にこの私も一人の女性に|Ⅱ会い，愛を感じ，ヒアシンスの花束で愛を表現
したが，
`ＹｏｕｇａｖｅｍｅｈｙａｃｉｎｔｈｓＨｒｓｔａｙｅａｒａｇｏ； 
`Ｔｌ】eycalledmetlIelIyacinthgirl35).，
その女のそっけない言莱に言葉を失い，’二|も見えなくなり，４１iきているのか死
んでしまったのかさえわからない状態になってしまった。
…Ｉｃｏｕｌｄｎｏｔ 
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Speak，ａｎｄｍｙｅｙｅｓｆａｉｌｅｄ，Ｉｗａｓｎｅｉｔｈｅｒ 
Ｌｉｖｉｎｇｎｏｒｄｅａｄ，ａｎｄｌｋｎｅｗｎｏｔｌＩｉｎｇ， 
Ｌｏｏｋｉｎｇｉｎｔｏｔｈｅｌｌｅａｒｔｏｆｌｉｇｌｌｔ，thesilence36)． 
この絶望を脱するため，自力ではなく，他力を求めて，迦命を見てもらうた
め，マダム・ソソストリスを訪ねた。彼女は悪性の風邪を煩っていたので見え
ない札があったが，水死に気をつけろと忠告した。彼女の予想通り「車の輪」
につながれた人々が歩き回っている。その''二'にミラエの海戦の時，同じ船にい
た友人ステットソンを見つけ聞いてみた。
…‘Stetson1 
`ＹｏｕｗｈｏｗｅｒｅｗｉｔｈｍｅｉｎｔｈｅｓｈｉｐｓａｔＭｙｌａｅ！ 
`Ｔｌ１ａｔｃｏｒｐｓｅｙｏｕｐｌａｎｔｅｄｌａｓｔｙｅａｒｉｎｙｏｕｒｇａｒｄｅｎ， 
`Ｈａｓｉｔｂｅｇｕｎｔｏｓｐｒｏｕｔ？Ｗｉｌｌｉｔｂｌｏｏｍｔｈｉｓｙｅａｒ？37)． 
庭に埋めた死体に穀物の芽が生えているかどうか。芽が生えていたら豊饒の印
で，この荒地の生の不毛から脱出し新生へ向うことができる。しかし返事は返
ってこない。オシリス神での復活は不可能。
次に私の分身である女たちを覗いて糸よう。上流階級の女の部屋は豪華絢
燗，壁にはフィロメラとイルカの絵がある。女は情欲の炎に身を焦がす女。私
が感じるのは愛の成就ではなくて愛の不毛，退廃の性，荒地の情景。
ＩｔｌＩｉｎｋｗｅａｒｅｒａｔｓ，alley 
WheretlIedeadmenlosttl1eirbones38） 
彼女はしつこく何考えるのと聞くが，私の心の中は逃げ場のない生きながらの
死の事を考えている。
’'1Jの女リルも愛の無い生活を送っている。
テームズ川のほとりに座り愛の使い（ニンフたち）を探してふるが，姿は見
えず風あるの象。
…Ｔｈｅｗｉｎｄ 
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Crossesthebrownland，unheard・Thenympllsaredeparted39)．
河には夏の残骸が散らばり，恋人たちの姿は見えず，背中越しに１１１１こえてく
るのは荒地の絶望の音ばかり。
Ｂｕｔａｔｍｙｂａｃｋｉｎａｃｏｌｄｂｌａｓｔｌｈｅａｒ 
Ｔｌ１ｅｒａｔｔｌｅｏｆｔｈｅｂｏｎｅｓ，ａｎｄchucklespreadfro1neartoear1o)． 
兄王ファーデナンド，父王プロスペロの水死が思いがけない幸福をもたらし
た。だから私は荒地の巡河で漁夫王のように|(((釣りをして，同じ幸編を願って
ゑた。絶望的なネズミの足音がljIlこえるばかり。フィロメラがテレウスに犯さ
れ凌辱されて永遠の生命を得てウグイスに変身した声やプ'コクネがつばめにな
り犯し難い声で鳴いている。パーシバルが危険の聖堂でM((夫王のために聖杯
を取り戻した時の少年聖歌隊の歌71,Ｍ|にえてくる。このウグイスとつばめの
鳴き声はチェス遊びに夢中になっている義母の隣りの部屋で養女ビアンカが凌
辱された時と上流社会の女が情欲の炎にとりつかれて起こった情事の時に聞こ
えた‘Jug，Ｊｕｇ，とは迷う。‘jug，ｊｕｇ，と本来のウグイスの犯し難い崇高な
'鳴き声である。犯されて絶望の底からﾈ''１の慈悲によりＴＭＬた神聖な声であ
る。劫火の説教を聞き，情欲の炎を消し，解脱を行った声である。４１１→死→新
生の姿である。
スウニーとポーター夫人，にきび面の男とタイピスト，三人のテームズ娘の
性は凌辱行為に等しいものなのである。本来は恥ずかしめを受けると死んでそ
の恥ずかしめを消してしまうのが爪常な行動なのである。ニンフがいたころは
そうだった。だが荒地では，愛の無い情事が終って，女は'三1常のLliiiliを再び始
めるのである。
`Wellnowthat，ｓｄｏｎｅ：ａｎｄｌ'ｍｇｌａｄｉｔ,sover.， 
Ｗｈｅｎｌｏｖｅｌｙｗｏｍａｎｓｔｏｏｐｓｔｏｆｏｌｌｙａｎｄ 
Ｐａｃｅｓａｂｏｕｔｈｅｒｒｏｏｍａｇａｉｎ，alone4l)， 
フェニキアの水夫のフレバス＝私ティレシアスは荒地の現状に絶望し，水死
によって荒地を豊饒な国に変えようとアドニスの身替りに死んでしまった。そ
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して流されたが，ビブロスに着かずに潮の流れが渦巻きとなって骨を拾った。
再成の望糸は池と消えてしまった。荒地はティレシアスの目が見えない限り荒
地のままである。
神キリストが処刑されて以来，我々は荒地の住民となってしまった。生き生
きしたLliを失い，死にかかっている。
Ｈｅｗｈｏｗａｓｌｉｖｉｎｇｉｓｎｏｗｄｅａｄ 
Ｗｅｗｈｏｗｅｒｅｌｉｖｉｎｇａｒｅｎｏｗｄｙｉｎｇｌ２)． 
荒地は岩だらけで水はない。ネ''１の手があると岩に水が湧くが，神のいない今
は岩から水が湧くことはない。岩だけで水がなくては人は生きられない。
Ｈｅｒｅｉｓｎｏｗａｔｅｒｂｕｔｏｎｌｙｒｏｃｋ４３)． 
岩ではなくて水があったら，水の音があったら救われるが，ポトポトポトと
Ilf1こえてきた音も水の音ではなくやどつぐ象の鳴き声であった。荒地のまま不
毛の地のままなのである。第三の人が私とあなたの横を並んで歩いて行く。だ
けど誰にも見えない。感じられない。その第三の人キリストが復活するにはま
だ時間がかかるのである。聖騎士が危険の聖堂にやって来た。恐怖iiの寝ずの番
の試練に打ち勝ち，荒地を回服させる槍と杯を手に入れると漁夫王が再生でき
る。だが恐冊iは続く。
Ａｗｏｍａｎｄｒｅｗｈｅｒｌｏｎｇｂｌａｃｋｈａｉｒｏｕｔｔiｇｈｔ 
Ａｎｄ（i〔ldledwhispermusicontl1osestriｎｇｓ
Ａｎ〔lbatswithbabyfacesintlIevioleｔｌｉｇｌ１ｔ
Ｗｈｉｓｔｌｅｄａｎ〔ｌｂｅａｔｔｌ１ｅｉｒｗｉｎｇｓ
Ａｎｄｃｒａｗｌｅｄｈｅａ。〔ｌｏｗｎｗａｒｄｄｏｗｎａｂｌａｃｋｅｎｅｄｗａｌｌ
Ａｎｄｕｐｓｉｄｅｄｏｗｎｉｎａｉｒｗｅｒｅｔｏｗｅｒｓ 
Ｔｏｌｌｉｎgreminiscentbells，ｔｈａｔｋｅｐｔｔｈｅｈｏｕｒｓ 
Ａｎｄｖｏｉｃｅｓｓｉｎｇｉｎｇｏｕｔｏｆｅｍｐｔｙｃｉｓｔｅｒｎｓｃｏｎｄｅｘｈａｕｓtedwells44)． 
礼拝堂は荒れてしまったが，雄鶏だけが屋根の上で時を告げている。復活の
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ｊＵ１を告げている。
雨が降りそうになった。ヒマラヤのlll々に雷が鳴っている。与えよ，同情せ
よ，自制せよ，そうすれば平安が得られるのだ。今だ荒地は回服の見込みはな
い。水死も死者の埋葬もチェス遊びの凌辱行為後の新生も無駄だった。煉獄の
浄化の炎に焼かれながら，与え，｜可情し，｜]制するのがT可成の道，キリストが
復活し慈悲の心で助けてくれる道である。その時シャンティ，シャンティが訪
れる。
Ｖ・結 受ノムiillU 
ティレシアスの見えない眼が見えるようにならない限り，荒地は豊饒の地に
戻れず，人々は堕落した生活を脱することができない。水夫フレバスーティレ
シアスが水死したが，死体は荒地に打ち上げられることなく，潮の流れが運び
去った。危険の聖堂は恐怖の試練を保持し，教会も礼拝堂も荒れたまま捨て置
かれている。このように『荒地』は回服の見込承のない現代社会を描写してい
る。エリオットは荒地を拙くことによって，我々にその彼力の世界を意識させ
た。彼の詩法は複雑難解であったが，キュービズム絵画のように，一つの画面
に幾通りもの物語りが複合し，矢楽園以後の人間の苦'脳を語っている。エリオ
ットの人間観はポードレールおよび親鴛に通じる。
ｗｅａｒｅｈｕｍａｎ，ｗｈａｔｗｅｄｏｍｕｓｔｂｅｅｉｔｈｅｒｅｖｉｌ 
ｆａｒａｓｗｅｄｏｅｖｉｌｏｒｇｏｏｄ，ｗｅａｒｅｈｕｍａｎ；ａｎｄｉｔ 
ａｐａｒａｄｏｘｉｃａｌｗａｙ,ｔｏｄｏｅｖｉｌｔｈａｎｔｏｄｏｎｏｔｌＩｉｎｇ： 
eXiSt45)⑪ 
Ｓｏｆａｒａｓ 
ｏｒｇｏｏｄ；so 
isbetter，in 
atleast，ｗｅ 
注
『荒地』その他の詩は，Ｔ・Ｓ､Eliot，ＣＯノルc/e‘ＰＯＣ''2ｓ1909-1962を便)1]している。
1）アメリカ人の弁護士，パウンドの後援者でこの時代の芸術家たちのパトロンであ
った。
2）Ｔ・Ｓ・Eliot，“Jol1nDryden,'，Ｓ山c/c‘ESS〃s，（FabcrandFaber，1969)，
ｐ、305．…thetwentiethcenturyisstillthenincteenth，が原文である。
3）ＰＯＣ"ｊＭｊ）Ｔ・Ｓ．Ｅ"o/を指す。1920年にアメリカでKnopfが刊行した。
4）TheTimesLitterarySupplementを指す。
5）Ｔ､Ｓ・Eliot；Ｔ"ＣＷｔＩｌｓ/ｅＬａＭ，AFacsimileandTranscriptoftlleOrigi‐
nalDrafts，includingtheAnnotationsofEzraPound・ｅｄ・ValerieEIiot，
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（FaberandFaber，1986)，ｐ・xvii，
６）Ｉbid、
７）ロンドンのロイド銀行で働いていた。
８）ピーター･アクロイド，Ｔ､Ｓ､エリオット，訳，武谷紀久雄（糸すず書房，1988)，
Ｐ、１０６．
９）アメリカのハーバード大学以来の友人。
10）福原麟太郎編，「文学要語辞典｣，（研究社，1960)，ｐ、155.
11）ピーター・アクロイド，Ｔ､Ｓ・エリオット，ｐ、126.
12）Ibid 
l3）Ｉbid、
14）Ｔ､Ｓ、Eliot，Ｔ"ｅＷｔｚｓ/ｃＬａＭ，AFacsimileandTranscriptoftheOrigi‐
nalDrafts，ｐ・xxiiL
15）Ibid 
l6）Ibi(1. 
17）Ｉbid.，xxix、
18）Ｔ､Ｓ、Eliot，‘Ulysses，Oder，Ｍｙｔｈ'，ｅｄ.，ToshillikoKawasaki，Ｓｅｍｉｎａｒｓ
ｏｎＭｏ〔lernEnglishandAmericanLiterature，Ｎｏ．１２．（YamaguchiShoten，
１981)，ｐ、125.
19）Ｔ､Ｓ・Eliot，“SllakespeareandtheStoicism'’ofSeneca，Ｓｃ化c/ＭEssays，
ｐ、135．objectivecorrelativeと同じものをさす，範囲が少しこれより狭く思想や
と感情を表わす表現物を指す。
20）Ｔ・Ｓ・Eliot，“Traditionandlndivi〔lualTalent',，Ｓｃルc/ＭＥｓｓａｊﾉs，I)．17.
21）Ｉbid.，‘`Hamlet”，ｐ、145.
22）Ｔ・Ｓ・Eliot，ＣＯ此cMPoc"zs，‘ＴｈｅＬｏｖｅＳｏｎｇｏｆＪ,AlfredPrufrock'，
ｌ〕．１４．１．５１．
２３）Ｉbid.，1.60. 
24）Ｉbid.，‘Gerontion'，ｐ、３９．１．１６．
２５）Ｔ・Ｓ・Eliot，“Traditionan〔llndividualTalent''，Ｓ山c/edEssajﾉs，ｐ、19.
26）Ｉbid.，ｐ、14.
27）Ibid 
28）Ibi〔1.,“PhilipMassinger''，１〕、206.
29）Ｔ・Ｓ・Eliot，ＣＯ仇c/ＭＰｏｅ"ｌｓ，‘ｎｏｔｅｓｏｎノルWUs/ｃＬα"｡，ｐ、80.
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